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家族刻ﾋ 所 縁

須 賀 恭 子

（ 実 践 女 大 ）

目的　 国やm 効 どでは その国やmm 賄iの文化が長い年月を経でひとびとによって

育ま礼 それを基謐 こして曼 刮s営まれているのであるが、時として伝えられてきた文化

のう 靴 姓詰 物 こよって継 承されないことがある。同 祭のこと力稼 族にづ て も言える。

個々超 勤知口大 剛灯ﾋ 、ずなわち 「家族剥ﾋ 」がある低 それ順丿代

をこえてすべて力泄 承されていくね すで まな八 とりわけ今日、科学技mm 捗 は、生活

様式ジ適 激な詔ﾋ をもたらし、家族の人間関系にもおおきな影響を与えている。そこで家

族 灯ﾋ釧 参 酌 側面として口父剛 象、物質的側面としては基 本的 衣食住を例として、個々

鵬 祠疾剥ﾋ 四 断に 程度を明らかにすることを目的として調査を行っ≒

方法 被験者：　39 家族 心 そ皿 そ心j 皿 そ心 四 且父即

調査方法： 父母像一 脱 」と 腸 」の語のイメー洗回 航rずるために被験猷こ24 対四 吾

を提示し５段階評定をもとめた（陀 む的十支配的、あ力福り←ヽくらい など）。 生活様式：

衣 賜 司笥 食 嘲 食う住（食卓・寝 効 にづ て の刊難 袱之現 生の比較

紺 暴 父親像・母闘象こついて家族成員間躇 目関獄系をみると、父親と子・母親と子の

間に冷意のプラス叫 目関係数が算出された家族は3  8% に過ぎな力竹島 生活様式 こつい

て全体的にみると、子と両酸 且父母の関 車では母とのみがプラス叫 目関r=.35 であった

ｽｳｪｰ ﾃﾞﾝ における刊 訓 蒲 暗BRIS" について

Ｏ 草 野 篤 子( 信州大学)

は、高齢者福祉、障害者福祉が充実し、また女]生の社会進出や男
)といわれている。また子供の生活についても、子供の権利を守るるといわれている。また子供の生活についても、子供の権利を

なものとして位置づけられている。社会や家庭生活における子
民間援助組織の一つである子供電話相談”BRIS" は、すでに創
電話の内容、年齢層、性差、家族構成、問題解決のための援助周年をむかえている。電話の内容、年齢層、性差、家族構成、問題解決のための

等、”BRIS"の電話相談について明確にすることによって、スウェーデンの子供が寺、 聞IS の電詰下目談についてmm にすることによって、スウェーデンの子供が直面して
いる問題点を明らかにすることを目的とする。
＜方法＞　子供電話相談”BRIS"は1971年に発足し、すでに28年の実績を持つ非政治的な全
国組織である。 ”BRIS"から出されているBRIS-Rapportenl995(BRIS 会話報告1995 年度) を
初めとしてBRIS の会長ボディール・ロングベルグ(Bodil Langberg) 女史との２度にわたる
インタヴュー調査を基にしてスウェーデンの子供や家族が抱える問題を解析する。
丿●-__ﾐ　　　　　　ａ　　　　　　`･■供による電話相談は、12,189 件でありこれは1994年より23 ％の

深刻な問題を抱えた子供が電話をかけてくる。その原因は、１
的環境が以前に比べて悪化し、親が将来への見通しの不安から

に影響を与えていることである。他の原因は、BRIS へ電話する
されたことである。電話をしてきた子供の10人に7人は女子で
った。その内容の多くは、困難な問題が多く、13.7% は（交友
b」、11.9% は家庭内問題であり、その内で「暴行」が10.4% 、

ことが子供たちにより理解されたことである。電話をしてきた子供の
あり、平均年齢は14歳であった。その内容の多くは、困難な問題が多
関係と性」、12%は「いじめ」、11.9%は家庭内問題であり、その内で
q,Q%が「性的暴力」であった。
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